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創世記と量子論の統合宇宙論Ⅱ 

 

第１回 四つの力の最大の謎：なぜ重力だけ特別なのか 

１．宇宙を支配する四つの力 

宇宙を成り立たせている基本的な力は、現代物理学において四つに整理されて

います。すなわち、重力、電磁気力、強い力、弱い力です。 

これらは、自然界で起こるあらゆる現象を、最終的に説明するための基礎的相

互作用として位置づけられています。 

一見すると、これら四つの力は同列に並べられる存在のように見えますが、注

意深く見ていくと、重力だけが他の三つとは明らかに異なる性質と役割を持って

いることが分かります。 

２．電磁気力・強い力・弱い力の性質と役割 

電磁気力は、電荷をもつ粒子の間に働く力であり、原子や分子の構造、化学反

応、さらには光や電気といった現象を支配しています。 

私たちが日常生活の中で直接経験している物理的な働きの多くは、この電磁気

力に由来しています。 

重要なのは、電磁気力が「電荷」という、物質がもつ固有の性質に結びついて

働く力であるという点です。電荷をもたない存在には、電磁気力は作用しませ

ん。 

強い力は、原子核の内部で働き、陽子や中性子を結びつけることによって原子

核を安定させています。 

この力は「色荷」と呼ばれる、量子色力学に特有の性質に基づいて作用する力

であり、色荷をもつ粒子の間でのみ働きます。 

その作用範囲はきわめて短いものの、自然界で最も強い相互作用です。 

弱い力は、素粒子の種類を変化させる相互作用であり、放射性崩壊や恒星内部

の核反応などに関与しています。 

この力もまた、「弱荷（弱い力に固有の荷のことで、電荷・色荷と同様に物質

がもつ性質）」と呼ばれる物質固有の性質に結びついており、特定の粒子に対し

てのみ作用します。このように、電磁気力、強い力、弱い力には共通点がありま

す。 

それはいずれも、電荷、色荷、弱荷といった物質固有の性質を前提として働く

力であり、物質の内部構造や変化のあり方を規定する相互作用であるという点で
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す。 

これら三つの力は、場の量子論を基礎とする「素粒子標準模型」という共通の

枠組みの中で記述され、理論と実験の一致も高い精度で確認されています。 

３．重力の際立った異質性 

これに対して、重力はまったく異なる位置にあります。 

重力は電荷や色荷、弱荷といった物質固有の性質を必要とせず、質量やエネル

ギーをもつすべての存在に例外なく作用します。 

しかも、その強さは他の三つの力と比べて、桁違いに弱いのです。たとえば、

二つの陽子の間に働く電磁気力と重力を比べると、その差はおよそ 10の 36乗倍

にもなります。（電子同士で比較した場合はさらに大きく、おおよそ 10の 42乗

倍程度になります。） 

この重力の弱さを直感的に理解するために、身近なたとえを考えてみましょ

う。 

小さな磁石一つで、机の上のクリップを簡単に持ち上げることができます。 

このとき、磁石は地球全体が及ぼしている重力に逆らって、金属片を引き上げ

ています。 

地球という天文学的な質量が生み出す重力よりも、手のひらに乗るほどの磁石

が生み出す電磁気的な力のほうが、局所的にははるかに強く働いているのです。 

この事実は、重力がどれほど弱い力であるかを感覚的に示しています。 

４．極端に弱いのに宇宙を支配する重力 

ところが、この極端に弱い重力が、宇宙全体の構造を支配しているという事実

があります。 

電磁気力には正と負があり、大きなスケールでは互いに打ち消し合いやすく、

強い力や弱い力は作用する距離が非常に短いため、天体規模の構造を直接規定す

ることはできません。 

それに対して重力は、常に引き寄せる方向にのみ働き、質量やエネルギーをも

つすべての存在に作用します。 

その結果、個々の粒子レベルでは、無視できるほど弱いにもかかわらず、膨大

な数の粒子が集まった宇宙スケールでは、他のすべての力を圧倒する支配力を持

つことになります。 

５．重力だけが量子化できないという問題 

重力の異質性は、理論的な側面にも表れています。電磁気力、強い力、弱い力

は、いずれも量子論の枠組みで説明することができますが、重力だけは量子論の
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枠組みではうまく説明することができません。 

重力を、他の力と同じように量子論で扱える形にしようとすると、計算が無限

大に発散し、理論として成立しなくなるため、重力はいまだに一般相対論とい

う、量子論以前の理論によって扱われています。 

この結果、現代物理学は、ミクロの世界を量子論で説明し、マクロな時空構造

を相対論で説明するという、完全には統合されていない状態に置かれています。 

６．重力の問題は世界観の問題 

ここまで見てくると、重力の問題は単なる「力の強さ」や「理論の未完成」と

いう次元を超え、世界をどのような階層構造として理解するかという根本的な世

界観の問題に関わっていることが分かります。 

もし重力が、物質固有の性質に結びついた相互作用ではなく、世界そのものの

舞台を成立させ、存在を成り立たせるための力であるとするならば、その弱さや

量子化の困難さは、欠陥ではなく必然として理解できる可能性があります。 

本シリーズでは、この視点を出発点として、重力の特異性を単なる例外や未解

決問題としてではなく、世界の構造を理解するための鍵として捉え直していきま

す。 
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第２回 力の統一と分離、対称性の破れの宇宙史 

１．初期宇宙における力の統一 

前回見たように、重力は他の三つの力とは明らかに異なる性質をもっていま

す。 

しかし、この特異性を理解するためには、現在の宇宙だけを見るのでは不十分

です。視点を宇宙の始まりへと遡らせる必要があります。 

現代物理学では、宇宙が誕生した直後の極端に高温・高エネルギーの状態で

は、現在分離している四つの力は、まだ分離しておらず、一つに統一されていた

と考えられています。 

この段階の宇宙では、温度とエネルギーがあまりにも高かったため、力が別々

に現れるための条件そのものが存在していませんでした。 

言い換えれば、自然界はまだ細かく分離されていない、未分化の状態にあった

のです。 

このような状態では、重力も電磁気力も、強い力も弱い力も、同じ一つの原理

の異なる側面として現れていたと考えられています。 

２．宇宙の冷却と「対称性の破れ」 

しかし、宇宙は誕生の瞬間から膨張を続けています。膨張するということは、

温度が下がり、エネルギー密度が低下していくことを意味します。 

宇宙が冷えていく過程で、それまで保たれていた統一状態は徐々に維持できな

くなり、ある段階で分離が起こります。 

物理学では、この過程を「対称性の破れ」と呼びます。対称性とは、簡単に言

えば「区別がないこと」を意味します。 

初期宇宙では、力のあいだに本質的な区別は存在せず、対称な状態にありまし

た。 

しかし、宇宙が冷えるにつれて、その対称性が破れ、力が区別されるようにな

ります。 

重要なのは、この「破れ」が無秩序を生むのではなく、新しい秩序を生み出す

契機になっているという点です。 

３．力の分離の順序 

現在の理論によれば、力の分離には順序があったと考えられています。 

最初に重力が他の力から分離したとされます。これは、重力が時空構造そのも

のに関わる力であることと深く関係しています。 

宇宙が一定のスケールを持った「舞台」として成立するためには、まず重力が
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独立した形で確立される必要があったと考えられるからです。 

次に分離したのが強い力です。強い力は原子核を形成するために不可欠な相互

作用であり、物質の安定性を支える基盤となる力です。 

この段階で、物質の内部構造に関わる力が、より明確な形を取り始めたと言え

ます。 

さらに宇宙が冷却されると、電磁気力と弱い力が分離します。それ以前の段階

では、この二つは区別されておらず、「電弱力」として統一された形で存在して

いました。 

電磁気力が日常的な物理現象を支配し、弱い力が素粒子の変換を担うようにな

るのは、この分離の結果です。 

この電磁気力と弱い力の分離については、実験的にも確認されており、現代物

理学において実験的に最もよく確認されている統一理論の成功例とされていま

す。 

なお、この重力の最初の分離は、宇宙誕生後およそ 10のマイナス 43乗秒とい

うプランク時代のことであり、現段階では直接観測する手段が存在しない領域の

話です。 

これは理論的な推論に基づく描像であり、確立された観測事実ではなく、仮説

的な枠組みとして理解しておく必要があります。 

４．分離は後退ではなく前進 

ここで注意すべき点は、「分かれる」という出来事を、単なる崩壊や後退とし

て捉えるべきではないということです。 

むしろ、力の分離は、宇宙がより豊かな構造を獲得していくための前進的な過

程でした。 

もし力が最後まで統一されたままであったなら、原子も原子核も存在せず、複

雑な物質世界は成立しなかったでしょう。 

分離によって、それぞれの力が異なる役割を担うようになり、宇宙は階層的な

秩序を持つ世界へと変化していきました。 

重力は宇宙全体の構造を支え、強い力は原子核を安定させ、電磁気力は原子や

分子を形成し、弱い力は変化と進化のプロセスを可能にします。 

この役割分担こそが、現在の宇宙の豊かさを生み出しているのです。 

５．分けることによって生じる秩序 

このように見てくると、宇宙史における力の分離は、「秩序が失われた過程」

ではなく、「秩序が段階的に明確化された過程」だったことが分かります。 

区別がなかった世界に区別が生まれ、それぞれが固有の役割を持つようになる
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ことで、全体としての秩序が高まっていったのです。 

聖書の創造物語も、創造を「分けること」の連続として描いています。 

光と闇が分けられ、天（空）と地が分けられ、海と陸が分けられていきます。 

 「神は光と闇とを分けられた」（創世記１章４節） 

この言葉は、分離そのものが否定的な出来事ではなく、秩序を確立する行為で

あることを示しています。 

この構造は、現代物理学が描く「対称性の破れによる秩序形成」と、驚くほど

よく対応しています。 

６．まとめ 

本回では、力がもともと一つであったという統一的な視点と、宇宙の冷却にと

もなって起きた分離の過程を整理しました。 

次回は、この分離の中でも、特に重要な意味をもつ出来事、すなわち最初に分

離した重力に焦点を当て、重力がどのような「層」に属する力なのかを、三層宇

宙論の視点から考察していきます。 

その作業を通して、重力の特異性が偶然ではなく、創造秩序の中で必然的な位

置を占めていることが、より明確になっていくはずです。 
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第３回 創世記の「光あれ」と宇宙秩序の最初の相転移 

１．創世記１章３節の「光」は太陽の光ではない 

創世記の冒頭において、最初に語られる神の創造の言葉は、「光あれ」（創世

記１章３節）です。 

この箇所は、創造の出発点として、きわめて重要な位置を占めていますが、こ

こで語られている「光」を、私たちが日常的に理解している太陽の光と同一視す

ることはできません。 

なぜなら、太陽や星といった光源が造られるのは、創世記１章 14 節以降、い

わゆる第四日の記述だからです。 

 神はまた言われた、「天のおおぞらに光があって昼と夜とを分け、しるし

のため、季節のため、日のため、年のためになり、天のおおぞらにあって地

を照らす光となれ」。そのようになった。（創世記１章 14～15 節） 

太陽、月、星といった具体的な光源に言及するのは、続く 16節以降のことで

す。したがって、創世記１章３節の「光」は、物理的な天体の光ではありませ

ん。 

それは、被造世界において最初に与えられた、より根源的な何かを指している

と理解する必要があります。 

創造の最初に置かれているのが物質ではなく「光」であるという点は、創世記

の世界観を読み解く上で、決定的な意味を持っています。 

２．光とは何か―秩序の基準としての光 

創世記の文脈において、「光」は単なる明るさや、物が見えるようになること

を意味しているのではありません。 

光が与えられた直後に、「神はその光とやみとを分けられた」（創世記１章４

節）と記されていることからも分かるように、光は区別と秩序を可能にする基準

として現れています。 

光があるからこそ、闇が存在し、闇として定義されて、昼と夜が区別されるの

です。 

つまり、「光あれ」とは、世界に最初の秩序原理が置かれた瞬間であり、未分

化で混沌とした状態から、区別と構造をもつ世界へと移行する転換点を示してい

ます。 

「光あれ」は、被造世界において、世界に秩序とかたちが与えられ始めたこと

を告げる言葉であったと言えます。 
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３．物理学における光の意味 

この理解は、現代物理学における「光」の位置づけとも、驚くほどよく対応し

ています。 

物理学において光とは、単なる電磁波の一種ではありません。光速度は、この

宇宙において、情報や因果関係が伝わる上限速度として定義されており、時空構

造そのものを規定する基準になっています。 

相対性理論においては、光速度が一定であることを前提として、時間や空間の

性質が定まります。 

言い換えれば、光速度は、この宇宙で「何が先で、何が後か」「何が原因で、

何が結果か」という因果構造の枠組みを決定しているのです。 

この意味で光は、物理世界における秩序の基準線として機能しています。 

４．「対称性の破れ」としての秩序の誕生 

第２回で見たように、現代物理学では、宇宙の初期において、力が統一された

未分化の状態から、冷却とともに分離が起こったと考えられています。 

この分離は「対称性の破れ」と呼ばれますが、それは無秩序への転落ではな

く、むしろ秩序の誕生を意味します。 

対称性が高い状態とは、区別が存在しない状態です。そこから対称性が破れる

ことによって、役割の異なる力や構造が生まれ、宇宙は具体的な形を取り始めま

す。 

物理学において秩序とは、区別が明確になった状態を指しており、その意味で

秩序は「分かれること」によって生じるのです。 

５．「光あれ」＝宇宙秩序の最初の相転移 

この物理学的理解を踏まえると、創世記１章３節の「光あれ」は、単なる比喩

ではなく、宇宙史的な出来事を象徴的に表現した言葉として読むことができま

す。 

それは、宇宙が未分化の状態から、構造をもった世界へと移行した最初の相転

移を示しているのではないでしょうか。 

相転移とは、水が氷や水蒸気になるように、同じ物質がある条件のもとでまっ

たく異なる性質を示し始める転換点のことです。 

これは日常的に身近な現象ですが、宇宙の初期において起こった「対称性の破

れ」もこれと同じ意味での相転移であり、ある温度を境に宇宙の性質そのものが

別の様相へと変化したと考えられています。 

宇宙の始まりにあった「光あれ」は、存在そのものの相転移、すなわち秩序の

相転移であったと考えることができます。 
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６．力の分離、とくに重力の最初の分離との対応 

現代宇宙論では、力の分離の最初の出来事として、重力が他の力から分かれた

と考えられています。 

これは、宇宙が「舞台」として成立するための最初の条件が整った瞬間であっ

たと言えます。 

時空構造を司る重力が独立することによって、はじめて宇宙は、出来事が起こ

り、因果が成立する場としての性質を持つようになったのです。 

この重力の最初の分離は、「光あれ」によって秩序の基準が置かれたという創

世記の記述と、構造的に対応しています。 

光が区別と秩序の基準であるならば、重力はその秩序が働くための舞台を確立

する力です。 

両者は、異なる言語で語られながらも、同じ転換点を指し示していると理解す

ることができます。 

７．「光あれ」と「対称性の破れ」が示す創造の始まり 

創世記は、創造を物質の積み上げとしてではなく、秩序が語られ、区別が与え

られていく過程として描いています。 

神は言われたという表現が繰り返されるのは、創造が言葉による秩序付与であ

ることを示しています。 

この点は、「初めに言があった」（ヨハネによる福音書１章１節）という言葉

とも、深く対応しています。 

現代物理学が語る「対称性の破れによる秩序形成」と、創世記が語る「光あ

れ」による創造の開始は、別々の世界観に属する説明でありながら、構造的には

驚くほどよく一致しています。 

どちらも、世界が意味をもった構造として立ち上がる最初の瞬間を語っている

のです。 

本回では、「光あれ」という創世記の言葉を、宇宙秩序の最初の相転移として

読み直し、力の分離、とくに重力の最初の分離との対応関係を整理しました。 
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第４回 三層宇宙論から見た重力に対する再解釈 

１．重力の特異性をどのスケールで理解すべきか 

第１回から第３回にかけて見てきたように、重力は四つの力の中で際立った特

異性を示しています。 

極端に弱く、量子化が困難でありながら、宇宙全体の構造を決定しているとい

う逆説的な性質をもっています。 

これらの性質を、単に「理論がまだ完成していないために生じている問題」と

して扱うのではなく、重力が属している階層そのものが、他の力と異なるのでは

ないかという視点から捉え直す必要があります。 

ここで鍵となるのがスケールの問題です。物理学の世界では、どのスケールで

現象を観測するかによって、支配的な法則や力が大きく変わります。 

重力の不可解さは、まさにこのスケールの違いに深く関係しています。 

２．プランクスケールで急に強くなる重力 

通常の素粒子スケールでは、重力はほとんど無視できるほど弱い力として現れ

ます。 

しかし、長さが約 10 のマイナス 35 乗メートル、エネルギーが約 10の 19乗

ギガ電子ボルトという、いわゆるプランクスケールに近づくと、状況は一変しま

す。 

この極限的なスケールでは、重力の強さは他の力と同程度にまで増大すると考

えられています。 

これは偶然ではありません。プランクスケールとは、量子論と重力が同時に無

視できなくなる境界領域であり、時空そのものが量子的な性質を帯び始める領域

です。 

重力がこのスケールで急激に存在感を増すという事実は、重力が本来、極微の

世界、すなわち存在の基盤に関わる力であることを示唆しています。 

３．なぜ通常スケールでは弱くてよいのか 

この視点に立つと、重力が通常の物質スケールで極端に弱い理由も、別の仕方

で理解できるようになります。 

もし重力が、電磁気力や強い力と同程度の強さで原子や分子の内部に作用して

いたなら、安定した物質構造は成立しなかったでしょう。 

なぜなら、すべての粒子が強く引き寄せられ、現在のような安定した距離や構

造を保つことができなくなるからです。 

原子は形成されず、分子も存在できず、現在のような物質世界は生まれ得なか
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ったはずです。 

重力が通常スケールで弱いという事実は、欠陥ではなく、役割分担の結果とし

て理解できます。 

重力は、原子や分子を直接動かすための力ではなく、それらが存在し、相互作

用できる「場」を成立させるための力であるため、日常的なスケールでは目立た

ない形で働いていれば十分なのです。 

４．重力は物質を動かす力ではなく「存在の舞台」を成立させる力 

電磁気力、強い力、弱い力はいずれも、物質の内部構造や変化を直接支配する

力です。 

これらは電荷、色荷、弱荷といった物質固有の性質に結びつき、原子や素粒子

のふるまいを決定しています。 

これに対して重力は、物質の内部で何かを変化させる力というよりも、すべて

の出来事が起こるための前提条件を整える力として働いています。 

一般相対論によれば、質量やエネルギーによって時空が曲がり、その結果とし

て私たちが重力として感じる現象が生じます。そして、その時空の構造の中で、

他のすべての相互作用が展開されます。 

この意味で重力は、「物を動かす力」ではなく、「存在の舞台そのもの」を成

立させる力であると言うことができます。 

舞台がなければ、役者も物語も存在し得ないのと同様に、重力がなければ、他

の力が働く場そのものが成立しないのです。 

５．三層宇宙論という枠組み 

ここで、重力の位置づけを理解するための枠組みとして、三層宇宙論という視

点が重要になります。 

この三層宇宙論では、世界は単一の平面ではなく、それぞれ異なる役割をもつ

三つの層から構成されていると捉えます。以下に、各層の特徴を整理します。 

第一の層は、霊的層です。意味、価値、意識、関係性といった、物理量として

は測定できないが、現実として否定できない次元を含む層です。 

第二の層は、量子層です。この層は存在の基底構造にあたり、時空やエネルギ

ーの振る舞いが定まる領域であり、霊的次元と物質世界をつなぐ役割を担ってい

ると考えられます。 

第三の層は、物質層です。原子や分子、天体といった具体的物質が存在し、私

たちの日常経験のほとんどがここに属しています。 
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６．重力と三層構造の対応 

この三層構造の中で重力を位置づけるならば、重力は主として量子層に属する

力であり、その影響が物質層全体に及んでいると理解することができます。 

重力が極微のスケールで強く、通常スケールで弱く現れるという性質は、重力

が量子層の秩序を定める力であることの自然な帰結です。 

他の三つの力が物質層の内部秩序を担うのに対して、重力は物質層そのものが

成立する前提条件を整えています。 

そのため、重力は物質層と霊的層の双方にまたがる形で作用し、存在全体の統

一性を支える役割を果たしていると考えることもできます。 

以上のように、本回では、重力を「量子層の力」として捉え直し、三層宇宙論

との対応関係を整理しました。 

この視点に立つことで、重力の弱さや特異性は欠陥ではなく、存在論的な必然

として理解できる可能性が見えてきます。 
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第５回 なぜ重力だけが世界を貫く力なのか 

１．スケールと次元という視点の重要性 

これまでの考察を通して、重力が他の三つの力とは異なる階層に属している可

能性が明らかになってきました。 

第４回では、重力を「量子層の力」として捉え直すことにより、その弱さや特

異性が、欠陥ではなく役割の違いから生じていることを確認しました。 

本回では、さらに一歩進めて、なぜ重力だけが世界全体を貫く力として働くの

かという問題を、スケールと次元という観点から整理します。 

物理学においてスケールとは、単なる大きさの違いではありません。スケール

が変わると、支配的な法則そのものが変化します。 

そして、その違いが極端になると、同じ世界の中にありながら、異なる次元に

属しているかのような振る舞いが現れます。 

重力の特異性は、まさにこのスケールと次元の断絶点に位置しています。 

２．他の三つの力は「物質層専用」である 

電磁気力、強い力、弱い力は、いずれも物質層に特化した相互作用です。 

これらの力は、電荷、色荷、弱荷といった物質固有の性質を前提として働き、

原子や素粒子の内部構造や変化を直接支配しています。 

言い換えれば、これらの力は、すでに物質が成立している世界の内部秩序を維

持・変化させるための力です。 

この点で、これら三つの力の働きは物質層の範囲に限られており、物質層その

ものを超えて時空構造や存在条件を規定する役割は担っていません。 

物質が存在することを前提にして働くという意味で、これらは明確に「物質層

専用」の力であると言えます。 

３．重力だけが時空構造そのものに関わる理由 

これに対して重力は、まったく異なる位置にあります。一般相対論が示すよう

に、重力とは物体同士が引き合う力というよりも、質量やエネルギーによって時

空そのものが曲がる現象です。 

つまり重力は、物質が動く舞台を操作する力ではなく、その舞台そのものを成

立させる原理です。 

このため、重力は電荷や色荷、弱荷といった物質固有の性質を必要としませ

ん。 

質量やエネルギーをもつものであれば、原子であれ光であれ、さらには真空の

エネルギーであっても、その影響を受けます。 
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重力がすべての存在に例外なく作用するという事実は、重力が時空構造そのも

のに関わっていることの必然的な帰結です。 

聖書が語る被造世界の姿も、存在が何かによって保持されているという前提に

立っています。 

 「御子は神の栄光の輝きであり、神の本質の真の姿であって、その力ある

言葉をもって万物を保っておられる」（ヘブル人への手紙１章３節） 

この言葉は、世界が単に作られただけでなく、今もなお支えられていることを

示しています。 

この「保つ」という働きは、物質内部の相互作用というよりも、存在条件その

ものを維持する原理として理解することができます。 

４．すべての存在に作用するという重力の性質 

重力が「すべての存在に作用する」という性質を持つことは、他の三つの力と

の決定的な違いです。 

電磁気力、強い力、弱い力はいずれも、特定の性質を持つ粒子にのみ作用しま

すが、重力は存在しているという事実そのものに反応します。 

この意味で、重力は物質同士の相互作用というよりも、物質や運動そのものが

存在するための基礎条件に近い性質を持っていると言えます。 

 「もろもろの天は主のみことばによって造られ、天の万軍は主の口の息に

よって造られた」（詩篇 33篇６節） 

この言葉が示すように、世界は一つの統一された原理のもとに立ち続けていま

す。重力が世界全体を一つに保つ方向に働いていることは、この「存在をまとめ

上げる原理」と同じ構造を示していると言えます。 

５．高次元仮説・ブレーン宇宙的発想との対応 

現代理論物理学では、重力の特異性を説明するために、高次元仮説やブレーン

宇宙論と呼ばれる発想が提案されています。 

これらの理論では、私たちが認識している三次元空間と時間からなる時空の背

後に、追加の次元が存在していると考えます。 

その枠組みにおいては、電磁気力、強い力、弱い力は、私たちの属する世界に

閉じ込められている一方で、重力だけが高次元に広がることができるとされま

す。 

その結果、重力は高次元へと分散し、私たちの世界では極端に弱く観測される

という説明が可能になります。 

この考え方は、重力が他の力とは異なる次元構造に属していることを示唆する
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一つのモデルとして理解することができます。 

なお、これらの高次元仮説については、LHC（大型ハドロン衝突型加速器）等

での検証が試みられてきましたが、現時点では実験的な証拠は得られておらず、

あくまで理論的な可能性の一つとして位置づけられています。 

６．重力は三つの層を貫く力である 

三層宇宙論の視点から見ると、この高次元的発想は比喩以上の意味を持ちま

す。 

重力は量子層に根を持ち、その影響が物質層全体に及び、さらに霊的層とも断

絶しない形で世界を貫いています。 

他の三つの力が物質層の内部秩序を担うのに対して、重力は層と層を結び、全

体を一つの世界として成立させる役割を果たしています。 

この構造は、「天と地を結ぶ」という聖書的世界観とも重なります。 

 「神は天にあるもの地にあるものを、ことごとく、キリストにあって一つ

に帰せしめようとされたのである」（エペソ人への手紙１章 10節） 

この言葉は、存在の諸層が分断されたままではなく、統合へ向かう秩序の中に

あることを示しています。重力が三つの層を貫く力として働いているという理解

は、この統合的世界観と構造的に対応しています。 

７．まとめ 

本回では、なぜ重力だけが世界を貫く力として振る舞うのかを、スケールと次

元、そして三層宇宙論の観点から考察しました。 

重力は、物質層専用の力ではなく、存在の舞台そのものに関わる力であり、層

と層を結びつける役割を担っています。 
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第６回 「重い（オモイ）」と「思い（オモイ）」はなぜ同

じ音なのか 

１．「重い」と「思い」 

私たちは日常の中で、「重い」と「思い」という二つの言葉を、まったく別の

意味として使い分けています。 

しかし、日本語において、この二つの言葉の発音が同じという事実は、単なる

偶然として片づけてよいのでしょうか。 

言語は長い時間をかけて、人間の経験と世界に対する理解が堆積した結果とし

て形成されてきました。 

その中に残された語感や発音の重なりは、人間が世界をどのように感じ、どの

ように把握してきたかを映し出す痕跡でもあります。 

本回では、「重い」と「思い」という言葉における発音の重なりに注目し、そ

れが示している存在論的な直観が、重力の性質とどのように対応しているかを考

察します。 

もちろん、語源をたどると「重い」と「思い」は別々の系統に由来しており、

もとから同一語であったわけではありません。 

しかし、語源の相違を超えて同じ音形に収斂してきたという事実は、それだけ

人間の感覚の中で、物理的な重さと心の内なる引力が、同質のものとして体感さ

れてきたことの証拠とも読めます。 

２．「思いが通じる」という表現の意味 

日本語には、「思いが通じる」という表現があります。この言葉が示している

のは、単なる情報の伝達ではありません。 

相手の言葉を聞いたとか、文字を読んだという次元を超えて、距離や時間を越

えて、心の内容が相手に届くという感覚が含まれています。 

たとえば、遠く離れた人のことを強く思っていたら、その人から連絡が来た、

あるいは亡くなった人の思いが、今もなお自分に影響を与えていると感じる、と

いった経験は、多くの人が何らかの形で抱いています。 

これらは科学的に測定できる現象ではありませんが、人間の実感としては、確

かに存在しています。 

「思いが通じる」という言葉は、意味や感情が、物理的な接触を必要とせずに

作用するという直観を、日常言語の中に残している表現と言えます。 

３．距離や時間を超えて作用するという感覚 

この「通じる」という感覚の特徴は、距離や時間が決定的な障害にならないと
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いう点にあります。 

近くにいなくても、今この瞬間でなくても、思いは働くと感じられるのです。 

これは、因果関係を空間的・時間的な連続として捉える近代的な思考から見る

と、どこか不思議な現象に見えます。 

しかし、人間は本能的に、世界には「目に見える因果」だけでは説明しきれな

い作用があることを感じ取ってきました。 

その感覚は、私たちの日常言語の中でも、「重い」「軽い」という表現が、単

なる物理的な重さだけでなく、意味や責任の大きさを表す語として使われている

ことにも表れています。 

その結果、「思い」という言葉には重さの感覚が重ねられ、軽い「思いつき」

と重い「決断」を区別する語感として定着しているのです。 

４．重力の非接触性と遠隔作用 

ここで、重力の性質を思い起こす必要があります。重力は、物体同士が直接触

れ合わなくても作用します。 

地球と月は離れた位置にありながら、互いに影響を及ぼし合い、安定した軌道

関係を保っています。 

私たちは地面に立っているだけで、地球全体からの引力を受け続けています

が、その力を直接「触れて」感じているわけではありません。 

重力は、非接触で働き、しかも距離があっても作用を及ぼす力です。 

距離が離れれば弱くはなりますが、完全に消えることはなく、累積的に世界の

構造を形づくります。 

この性質は、「思いが通じる」という感覚と、構造的によく似ています。 

５．重力と「思い」の構造的類似 

このように、重力と「思い」は、まったく異なる次元の概念でありながら、共

通した構造を持っています。 

どちらも、接触を必要とせず、距離を越えて作用し、対象同士を関係づける働

きを持っているのです。 

また、どちらも瞬間的に爆発する力ではなく、時間をかけて関係を形成し、維

持する性質を持っています。 

この点において、「重い」という言葉が物理的引力を、「思い」という言葉が

意味的・関係的引力を指していると理解することは、不自然ではありません。 

日本語は、無意識のうちにこの二つを同じ音で表すことで、存在の重さと意味

の重さが深く結びついているという直観を言語の中に残してきたと考えられま

す。 
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６．重力は「存在の引力」 

これまでの議論を踏まえるならば、重力は単に物体を引き寄せる力ではなく、

存在同士を一つの世界にまとめ上げる力であると言うことができます。 

重力がなければ、宇宙はばらばらに拡散し、構造を保つことができません。重

力は、存在が存在として関係を持ち続けるための、根本的な条件を与えていま

す。 

 「万物は彼にあって成り立っている」（コロサイ人への手紙１章 17節） 

この言葉が示す「成り立っている」という働きは、物質内部の相互作用という

よりも、存在を存在たらしめ、世界を保ち続ける原理として理解することができ

ます。重力は、この保持の原理が物理的世界に現れた一つの形であると考えるこ

とができます。 

７．思いは「意味の引力」 

一方で「思い」は、人と人、人と世界を意味の次元で結びつける力です。 

思いがあるからこそ、人は関係を持ち、責任を引き受け、時間を超えて何かを

守り続けることができます。 

思いが軽ければ関係はすぐに断たれますが、思いが重ければ、距離や困難を超

えて関係は保たれます。 

この「思いが重ければ」という表現は、単なる比喩ではなく、意味の世界にお

ける引力の存在を的確に言い表しています。 

思いは人を引き寄せ、関係を持続させ、世界に方向性を与える力として働きま

す。 

８．存在の引力と意味の引力 

ここで明確になるのは、重力と「思い」が、それぞれ異なる層に属しながら

も、同型の構造を持っているという点です。 

重力は存在の層における引力であり、思いは意味の層における引力です。 

三層宇宙論の枠組みで言えば、前者は量子層から物質層を貫く力であり、後者

は霊的層において関係と方向性を生み出す力です。 

この二つが同じ「オモイ」と発音されていることは、人間が世界を三層的に生

き、感じ取ってきたことの言語的証拠とも言えます。 

本回では、「重い」と「思い」という言葉の重なりを手がかりに、重力が働く

物理の世界と、思いが働く意味の世界との構造的対応を考察しました。重力が存

在の引力であるならば、思いは意味の引力と言えます。 
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第７回 無重力では生命は始まらない 

１．生命はどこから始まるのかという問い 

これまでの回では、重力を「存在の引力」として捉え直し、さらにそれが意味

や思いの世界と構造的に対応していることを見てきました。 

本回では、その議論を生命論の領域へと進めます。問いは単純です。生命は、

どのような条件のもとで始まるのかという問いです。 

生命は、完成された存在として突然現れるのではありません。必ず「始まり」

の段階をもち、そこには特有の条件が必要とされます。 

その条件の一つとして、近年とくに注目されているのが「重力」の役割です。 

２．無重力環境で起こる困難 

宇宙実験や国際宇宙ステーションでの研究から、無重力、あるいは微小重力環

境では、生命の誕生や初期発生が著しく困難になることが知られています。 

精子と卵子が出会い、受精が起こり、その後に細胞分裂と分化が進むという一

連の過程は、重力が存在する地上環境を前提として成り立っています。 

無重力環境では、細胞が空間内で安定した位置関係を保つことが難しくなり、

分裂の方向性や組織化のプロセスに乱れが生じます。 

単に栄養や温度といった条件を整えただけでは、生命は秩序ある形で立ち上が

らないのです。 

この事実は、生命の始まりが化学反応の偶然的な積み重ねだけでは説明できな

いことを示しています。 

この点については、NASA をはじめとする各国の宇宙機関が、国際宇宙ステー

ション（ISS）での生物実験を通じて知見を積み重ねてきました。 

たとえば、ウニやカエルの卵を用いた実験では、微小重力下において細胞分裂

の方向性や胚の発生過程に異常が生じることが確認されています。 

ただし、哺乳類レベルでの受精・発生に関する研究はまだ発展途上であり、最

終的な結論が出ているわけではありません。 

３．重力は生命が「結ばれる場」をつくる 

この点に注目すると、重力の役割が新たな姿を現します。重力は、生命そのも

のを直接生み出す力ではありません。しかし、生命が誕生するために必要な

「場」を整える力として、決定的な役割を果たしています。 

重力があるからこそ、細胞は上下の方向性をもち、分裂は秩序だった配置を取

り、複数の要素が一つの個体へと統合されていきます。 

言い換えれば、重力は生命がばらばらに散逸することを防ぎ、要素と要素を結
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びつける場を提供しているのです。 

この意味で、重力は生命にとって外部条件ではなく、誕生の前提条件であると

言えます。 

４．生命は「結合」から始まる 

生命の始まりを注意深く見ていくと、そこには一貫した特徴があります。それ

は、生命が常に「結合」から始まるという点です。 

受精とは、二つの細胞が結びつき、一つの新しい存在として再編成される出来

事です。 

その後の発生過程も、細胞同士が関係を持ち、役割を分担しながら全体として

統合されていくプロセスです。 

もし結合が起こらなければ、生命は始まりません。結合が維持されなければ、

生命は成長できないのです。 

重力は、この結合が安定して進行するための物理的基盤を与えています。 

５．物理的引力と存在論的結合原理 

ここで、これまでの議論との対応関係が明確になります。重力は、物理的世界

における引力であり、存在を一つの構造としてまとめ上げる力です。 

一方で、生命の世界においては、結合そのものが存在の本質的条件になってい

ます。 

この構造は、単なる生物学的事実にとどまりません。人間の人格的世界におい

ても、同じ原理が働いています。 

関係がなければ人格は形成されず、結びつきがなければ共同体は成立しませ

ん。存在は常に、孤立ではなく関係の中で立ち上がります。 

 「人がひとりでいるのは良くない」（創世記２章 18節） 

存在が完成するためには、関係と結合が必要であるという洞察が、ここには示

されています。 

６．愛のないところに生命の誕生はない 

この結合原理を、さらに一段深い次元で捉えると、それは「愛」という言葉に

行き着きます。 

愛とは、相手を引き寄せ、結びつき、関係を持続させようとする働きです。 

愛がなければ、結合は一時的な接触に終わり、存在としての統合には至りませ

ん。 

ですから、生命の誕生に重力が不可欠であるという事実は、象徴的な意味を持
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っています。 

物理的世界において、引力がなければ生命は始まらないのと同様に、人格的・

存在論的世界においても、愛という結合原理がなければ、新しい生命、新しい関

係、新しい世界は生まれません。 

聖書が「神は愛である」（ヨハネの第一の手紙４章８節）と語るとき、それは

感情的な表現だけではなく、存在論的な原理をも示していると読むことができま

す。 

愛とは、存在を結び、誕生を可能にし、世界を持続させる力なのです。 

７．重力と愛の構造的対応 

ここに至って、重力と愛のあいだにある構造的対応が、より明確になります。 

重力は、物理的世界における結合の条件を整える力であり、愛は、存在論的・

人格的世界における結合の条件を整える原理です。 

両者は異なる層に属しながらも、同じ役割を担っています。 

三層宇宙論の視点から言えば、重力は量子層と物質層を貫く引力であり、愛は

霊的層における引力です。 

生命は、その二つが交差する地点で誕生します。だからこそ、愛なきところに

誕生はなく、引力なきところに生命は始まらないのです。 
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第８回 神の創造を支える愛と重力の共通構造 

これまで本シリーズでは、重力の特異性を出発点として、力の分離、秩序の誕

生、三層宇宙論、言語的直観、生命の始まりへと議論を進めてきました。 

本回では、それらを神学的次元で統合し、「神は愛なり」という聖書の言葉

が、創造原理そのものを指し示している可能性について考察します。 

ここで行うのは、物理学を神学に還元することでも、神学を物理学で証明する

ことでもありません。 

異なる言語で語っている両者の内容が、同じ構造を共有しているかどうかを確

認する作業です。 

１．聖書に見る神の創造の方向性 

聖書を通して読むと、神の働きは一貫して「結ぶ」「一つにする」という方向

性を持っています。 

創造の物語は、無秩序な状態から秩序を与え、分断されたものを関係づける過

程として描かれているのです。 

創世記では、神が語ることによって世界に区別が与えられますが、その区別は

断絶を生むものではなく、むしろ全体が調和する秩序を成立させる働きをしてい

ます。新約聖書では、これがさらに明確になります。 

 「神は天にあるもの地にあるものを、ことごとく、キリストにあって一つ

に帰せしめようとされたのである」（エペソ人への手紙１章 10節） 

この言葉は、神の救済と創造の目的が、万物の統合にあることを示していま

す。 

ここで語られている「一つに帰せしめる」という働きは、単にものを集めるこ

とではなく、互いに関係をもって一つになることを意味しています。 

そして、このように存在を統合へと導く力こそ、「愛」と呼ばれているもので

す。 

２．愛とは引き寄せ、結び、保つ力 

聖書は簡潔に「神は愛である」（ヨハネの第一の手紙４章８節）と語ります。 

この言葉は、神が愛に満ちた方であるという感情的な表現にとどまらず、神が

存在を結び、保ち、一つにする本質的な性質をもっていることを示しています。 

愛の働きを注意深く見ると、それは常に、引き寄せ、結び、保つ方向に働いて

います。 

愛は相手を排除する力ではなく、関係を成立させ、持続させ、回復させる力で

あり、愛がなければ、結合は一時的な接触に終わり、統合には至りません。 
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ですから、愛は、存在が存在として存続するための根本的な働きであると言え

ます。 

３．重力とは存在を一つにまとめる力 

ここで、物理学における重力の性質と愛の性質を比較してみると、驚くほど似

た構造が浮かび上がります。 

重力は、常に引き寄せる方向にのみ働き、存在をばらばらにすることはありま

せん。 

重力があるからこそ、宇宙は構造を持ち、天体は秩序ある関係を保ち、世界は

一つの宇宙として成立しています。 

重力は、物体を瞬間的に操作する力ではなく、時間をかけて関係を形成し、全

体を保持する力でもあります。 

重力が極端に弱く見えるにもかかわらず、宇宙全体を支配しているのは、この

力が競争的な相互作用ではなく、存在をまとめ上げる前提条件として働いている

からです。 

 「神の本質の真の姿であって、その力ある言葉をもって万物を保っておら

れる」（ヘブル人への手紙１章３節） 

ここで語られている「保つ」という働きは、重力が果たしている役割と構造的

に重なります。 

４．愛と重力の構造的一致 

このように見ると、愛と重力は、異なる層に属しながらも、同じ役割を担って

いることが分かります。 

愛は、存在論的・人格的世界において、関係を成立させ、統合をもたらす力で

す。 

重力は、物理的世界において、存在を一つの宇宙にまとめ上げる力です。 

両者に共通しているのは、排除や分断ではなく、引き寄せと保持を本質として

いる点です。 

ですから、愛は意味の世界における引力であり、重力は存在の世界における引

力であると言うことができます。 

この構造的一致は、偶然の類似ではなく、世界が一つの原理に基づいて創造さ

れていることを示唆しています。 

５．創造の原理としての愛と重力 

このように理解すると、「神は愛なり」という言葉は、倫理的な教訓であるば

かりでなく、宇宙論的・存在論的宣言と読み取ることもできます。 
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つまり、神が愛であるということは、この世界の根底に、引き寄せ、結び、保

つ原理が据えられているということです。 

だからこそ、創造は力による支配ではなく、秩序の形成として進み、生命は結

合から始まり、世界は分断ではなく統合へと向かいます。 

以上のことから、重力が宇宙を一つに保ち、愛が存在を一つに結び続けるとい

う構図は、創造の全体像を理解するための重要な鍵となるはずです。 
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第９回（総括） 三層宇宙論による統合的創造論 

序―これまでの考察と最終的な問い 

本シリーズは、「なぜ重力だけが特別なのか」という、一見すると物理学的な

問いから始まりました。 

しかし、考察を重ねる中で、その問いは次第に広がり、宇宙の構造、生命の誕

生、言語に刻まれた直観、そして神学的創造論へと接続されてきました。 

最終回である本回では、これまでの考察を三層宇宙論の枠組みの中で統合し、

「重力とは何か」という問いに、全体的な視野から答えを求めようと思います。 

１．三層宇宙論による対応構造の整理 

三層宇宙論において、世界は単一の平面ではなく、役割の異なる複数の層から

構成されていると理解します。 

霊的層は、意味、価値、愛、人格といった、測定可能な物理量には還元できな

い次元を担っています。この層において働く中心的原理は愛です。 

愛は、人や存在を意味の次元で引き寄せ、関係を成立させ、持続させる力であ

り、いわば「意味の引力」として働いています。 

量子層は、存在の基盤となる層であり、時空やエネルギー、情報の根源的構造

が定まる領域です。この層において中心的な役割を果たしているのが重力です。 

重力は、物体を動かすための力というよりも、存在そのものが一つの世界とし

て成立するための条件を整える力であり、「存在の引力」と呼ぶことができま

す。 

物質層は、原子、分子、天体、生命体といった具体的な構造が展開される世界

です。この層では、電磁気力、強い力、弱い力が主に働き、構造と結合が形成さ

れます。 

物質層は、上位の二つの層で与えられた引力と秩序の条件のもとで、具体的な

形を取って現れている世界と言えます。 

２．なぜ重力は最弱でなければならなかったのか 

この三層対応を踏まえると、重力が四つの力の中で最も弱いという事実は、も

はや不可解な欠陥ではありません。 

重力が担当しているのは、物質内部で互いに影響し合う相互作用ではなく、存

在の舞台そのものを成立させる役割です。 

そのため、原子や分子の内部に強く介入する必要はなく、むしろ介入しすぎて

はならないのです。 

もし重力が電磁気力や強い力と同程度に強ければ、安定した物質構造は成立せ
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ず、生命が生まれる余地もありませんでした。 

重力が弱いという事実は、物質層が自律的に構造を形成できるための前提条件

であり、重力が「背後に退いた力」として働いていることの証しです。 

最弱であることは、無力であることではなく、全体を支えるために前に出ない

という性質を示しています。 

３．なぜ宇宙は重力の分離から始まっているのか 

本シリーズで繰り返し確認してきたように、宇宙の始まりは、破壊や拡散では

なく、引き寄せと結合の原理によって特徴づけられています。 

創世記における「光あれ」は、区別と秩序の始まりであり、物理学的には、

「対称性の破れ」による構造化の開始と対応していました。 

その最初の分離として重力が現れたという見方は、宇宙がまず「結び保つ原

理」を確立したことを意味しています。 

宇宙が重力の働きとともに始まったという事実は、世界の根底に、分断ではな

く統合へと向かう性質が据えられていることを示しています。 

重力は、最初に分離した力として、宇宙全体を一つの舞台にまとめ上げ、その

上で他の力や構造が展開される余地を与えました。 

４．創造とは結ぶことである 

この視点から見ると、創造とは何かという問いにも、一つの明確な答えが浮か

び上がってきます。 

創造とは、無から有を生み出す魔術的行為というよりも、分かれ得るものを結

び、ばらばらになり得るものを一つに保つ行為です。 

 「神は愛である」（ヨハネの第一の手紙４章８節） 

この言葉が示すように、愛とは、存在を引き寄せ、結び、保つ力です。 

重力が物理的世界において存在を一つにまとめているように、愛は意味と人格

の世界において存在を一つに結び続けます。 

愛と重力は、異なる層に属しながら、同じ構造を持っているのです。 

５．重力とは「存在論的愛」 

以上を総合すると、本シリーズの結論は明確です。重力とは、単なる自然法則

の一つではなく、「存在論的愛」が物理世界に現れた姿であると理解することが

できます。 

ここで言う「存在論的愛」とは、存在と存在を結び、保ち、成り立たせる根本

的な働きのことを意味します。 
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重力は、競争せず、誇示せず、静かに、しかし確実に、世界を一つに保ち続け

ています。その姿は、聖書が語る愛の性質と驚くほどよく一致しています。 

重力は、存在を結び保つ創造の働きが、最も基本的な形として世界に現れたも

のと言えるでしょう。 

本シリーズは、物理学と神学、宇宙論と創造論、科学的事実と言語的直観を対

立させることなく、構造的対応として読み解く試みでした。 

そこから見えてきたのは、世界が偶然の集合ではなく、結びと統合を志向する

秩序の中に存在しているということ、そしてその秩序を成立させているのが、存

在の引力としての重力であり、意味の引力としての愛であるという事実です。 
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補講① なぜ重力だけが統一できないのか 

１．統一理論の到達点と未解決問題 

現代物理学において、「四つの力の統一」は長年にわたる中心課題であり続け

ています。 

電磁気力と弱い力については「電弱統一理論」として実験的に確立され、強い

力との統一を目指す「大統一理論（GUT）」についても理論的な提案がなされて

います。 

ただし、大統一理論は現時点では実験的な証拠が得られておらず、理論的な枠

組みの探索段階にとどまっています。 

しかし、重力だけはその枠組みに組み込むことができず、「最後の壁」として

残されています。 

この状況はしばしば、理論がまだ未完成だから、あるいは数学的手法が不足し

ているからだと説明されます。 

ここでは別の可能性を考えたいと思います。問題は技術的未熟さではなく、統

一を試みる視点そのものが、最初から重力に適合していないのではないかという

問いです。 

２．三つの力が統一できた理由 

重力を除く三つの力には、明確な共通点があります。いずれも、電荷・色荷・

弱荷という物質固有の性質に結びついた力であり、量子場として記述され、場の

対称性という共通の数学的枠組みで扱うことができます。 

これらの力はすべて、原子や素粒子といった物質層の内部で完結する相互作用

です。 

このため、三つの力の統一は、同一の層に属する力同士を整理し、一つの理論

へまとめ上げる作業でした。 

言い換えれば、それは「横の関係」の統一であり、同じ平面上に並ぶ要素を一

つの枠組みに収める試みだったのです。 

この意味で、三つの力が統一できたことは、理論的にも自然な結果でした。 

３．重力が他の三つの力と同列に並ばない理由 

ところが、重力はこの枠組みに当てはまりません。重力は電荷や色荷、弱荷と

いった物質固有の性質を必要とせず、質量やエネルギーをもつすべての存在に作

用します。 

さらに重要なのは、重力が「時空の上で働く力」ではなく、「時空そのものの

構造を定める原理」であるという点です。 
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一般相対論が示すように、重力とは場の中の一つの相互作用ではなく、場が成

立するための前提条件です。 

このため、重力を他の三つの力と同じ土俵に置こうとした瞬間に、理論は自己

矛盾を抱えることになります。 

それは、舞台装置を舞台上の役者の一人として扱おうとすることに等しいので

す。 

聖書は、この「舞台」と「その上で働くもの」の区別を、象徴的な問いとして

表現しています。 

 「わたしが地の基をすえた時、どこにいたか。もしあなたが知っているな

ら言え。」（ヨブ記 38章４節） 

ここで語られている「地の基」は、地上で起こる出来事そのものではなく、そ

れらが起こり得る基礎・舞台を指しています。 

重力が担っている役割も、まさにこの基を据える働きに近いものだと理解する

ことができます。 

４．「横の統一」と「縦の統合」 

この違いを整理するために、「横」と「縦」という視点が有効です。 

三つの力の統一は、同一層の内部で行われる「横の統一」でした。一方、重力

はその層そのものを成立させる原理であり、縦方向の構造に属しています。 

ここで言う「横の統一」とは、同じ階層にある要素を整理し、共通原理によっ

てまとめる作業を指します。 

それに対して「縦の統合」とは、異なる階層の関係を明らかにし、それぞれが

もつ役割を保ったまま関係づけ、一つの全体として位置づける作業を意味しま

す。 

たとえば、物理学において電磁気力、強い力、弱い力を共通の理論で説明しよ

うとする試みは「統一」の作業にあたります。 

そして、それらの力と重力との関係を整理し、それぞれが宇宙の中で担ってい

る役割を位置づける作業は「統合」と言うことができます。 

この意味で、重力は横に並べて統一される対象ではなく、縦に貫いて全体を支

える原理として理解されるべき存在です。 

５．三層宇宙論から見た整理 

三層宇宙論の枠組みを用いると、この違いはさらに明確になります。 

電磁気力・強い力・弱い力は物質層に属し、物質内部の構造と変化を担ってい

ます。 
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これに対して重力は、量子層に根を持ち、物質層全体が成立する条件を整える

力です。 

この構造の中では、重力は「四つの力の一つ」というよりも、「他の力が働く

場を与える原理」として位置づけられます。 

６．量子重力理論が抱える困難の本質 

重力を電磁気力などと同じように、粒子や場として扱おうとする試みも続けら

れています。 

これは、他の三つの力がすべて粒子のやり取りとして成功裏に説明されている

ため、重力にもそれに対応する粒子（重力子）があるはずだと考えられているか

らです。 

重力子はスピン２のボソンであると理論的に予測されており、重力の量子論的

な媒介粒子として想定されていますが、現在まで直接観測には至っていません。 

しかし、この方法で重力を計算しようとすると、粒子同士が極端に近づいた場

合に、重力の影響が際限なく強くなり、計算結果がどんどん大きくなって有限の

値に収まらなくなります。 

このように計算結果が止まらず増え続け、物理的な意味を持つ数値として扱え

なくなる状態を、物理学では「発散」あるいは「無限大になる」と呼びます。 

電磁気力などの場合、この発散は計算方法を整理することで取り除くことがで

き、最終的には有限の値として扱えます。 

ところが、重力の場合、重力は粒子同士の相互作用にとどまらず、空間や時間

そのものの構造に影響を与えるため、粒子が極端に近づくと時空の揺らぎそのも

のが無限に強くなり、同じ整理方法が通用しません。 

その結果、理論全体が安定した形にまとめられなくなってしまいます。 

このため、重力を他の力と同じ方法で粒子や場として扱おうとすると、理論が

成立しなくなるという問題が生じるのです。 

これは理論の失敗というよりも、重力を他の力と同じ枠組みで理解しようとす

る問いそのものに限界があることを示しているのかもしれません。 

７．統一とは何を意味するのか 

以上を踏まえると、「統一」という言葉の意味そのものを再定義する必要があ

ります。 

重力は、他の三つの力と同列に並んで統一される対象ではありません。むし

ろ、統一を可能にしている前提条件として理解されるべき存在です。 

したがって、三つの力は統一でき、重力だけが統一できないという現状は、理

論の未完成さを示すものではなく、むしろ、重力が他の力とは本質的に異なる階
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層に属していることの証拠です。 

重力は、統一されるべき最後の力ではなく、統一という概念そのものを成立さ

せている力です。 

この視点に立つと、重力をめぐる未解決問題は、物理学がこれから向き合うこ

とになるかもしれない存在論的な課題（※）を、静かに示しているようにも思わ

れます。 

（※）存在そのものがどのように成り立っているのかという課題 
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補講② 想定される物理学の側からの反論に対する応答 

はじめに 

本シリーズは、重力という未解決問題を、物理学・宇宙論・存在論・神学の接

点から考察してきました。 

しかし、この試みは、専門的な理論物理の枠組みから見れば、当然ながら多く

の疑問や反論を呼び起こします。 

本稿では、想定される反論に対する率直な応答を記してみたいと思います。 

この目的は、物理学と論争することではなく、本シリーズがどこまでを物理学

の問題として扱い、どこからを別の次元の問いとして扱っているかを明確にする

ことにあります。 

反論１ 「数式がない以上、これは物理学ではない」 

この指摘は正当です。本シリーズは、物理学の理論を構築することを目的とし

ていません。数式による定式化や、実験予測を提示するものでもありません。 

本シリーズが扱っているのは、物理学が直面している問題の構造そのもので

す。理論が前提としている枠組みや問いの立て方が、どこまで有効で、どこから

限界を持つのか、その境界を言語化する作業は、物理学そのものではありません

が、物理学を外側から理解するための作業として意味を持つと考えています。 

反論２ 「重力が説明できないのは、単に理論が未完成だからだ」 

確かに、物理学の歴史は、かつて説明不能と思われた現象が理論の進展によっ

て解明されてきた歴史でもあります。本シリーズは、その可能性を否定するもの

ではありません。 

ただし、ここで指摘しているのは、技術的未完成ではなく、説明の前提となる

レベル設定そのものです。重力を他の力と同列の対象として扱い続ける限り、な

ぜそれが時空構造と不可分なのかという問いは、常に前提として残り続けます。

本シリーズは、その前提の位置を問い直しています。 

反論３ 「高次元理論はいずれ実験で検証されるかもしれない」 

その可能性は否定できません。しかし、現時点では、超ひも理論や M 理論が想

定する次元構造を直接検証する手段は存在していません。 

本シリーズの主張は、「検証されていないから間違っている」というものでは

ありません。問題は、高次元仮説が、重力の本質を説明しているのか、それとも

重力の振る舞いを別の形で再記述しているにすぎないのかという点にあります。

次元を増やすことで計算が可能になっても、「なぜ重力だけがそのような扱いを

受けるのか」という問い自体は残り続けます。 
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反論４ 「次元と層を分けるのは恣意的ではないか」 

次元と層の区別は、数学的定義ではなく、存在論的整理です。これは新しい仮

説を導入するための装置ではなく、既存の理論が暗黙に前提としている違いを言

語化したものです。 

物質内部の相互作用と、時空そのものを成立させる条件が、同じレベルで扱わ

れていないという事実は、多くの理論がすでに示しています。本シリーズは、そ

の差異を「層」という言葉で整理しているにすぎません。 

反論５ 「「存在論」は科学の領域外ではないか」 

その通りです。本シリーズは、意図的に科学の外縁に踏み込んでいます。 

ただし、それは科学を否定するためではありません。むしろ、科学が成立する

ために必要な前提条件が、科学自身の手法では扱えないことを確認するためで

す。科学が自らの前提を語れないことは、科学の欠陥ではありません。それは科

学が非常に強力な方法論であるがゆえの特徴です。 

反論６ 「重力を説明不能とするのは思考停止ではないか」 

本シリーズは、重力を説明不能と断じて思考を止めるものではありません。む

しろ、「どの問いが、どの方法で説明可能なのか」を区別しようとしています。 

説明できないという結論は、探究をやめる理由ではなく、探究の方法を誤らな

いための指標です。問いのレベルを誤れば、努力は続いても、到達点を失いま

す。 

反論７ 「「愛」や「霊的層」は物理学と無関係ではないか」 

この反論も正当です。本シリーズで用いている「愛」や「霊的層」という言葉

は、物理学の概念ではありません。これらは、物理学を補完するための概念でも

ありません。 

本シリーズが試みているのは、物理学が扱うことのできない次元において、重

力と構造的に対応する原理がどのように語られてきたかを示すことです。これは

比喩的・構造的対応であり、物理的還元を意図していません。 

反論８ 「それなら物理学者に向けて書く必要はないのではないか」 

本シリーズは、物理学者を説得するために書かれていません。しかし同時に、

物理学を軽視する立場から書かれてもいません。 

むしろ、物理学が直面している困難を、外部から真剣に理解しようとした記録

です。物理学の当事者に向けてではなく、物理学という営みそのものに向けて書

かれていると言った方が近いかもしれません。 

反論９ 「これは哲学や神学の問題であって物理学の問題ではない」 

その通りです。本シリーズが最終的に到達している問いは、物理学だけで完結



創世記と量子論の統合宇宙論Ⅱ 

— 34 — 

する問いではありません。 

だからこそ、本シリーズは物理学の限界を示すと同時に、その外側に広がる問

いの領域を指し示しています。物理学が扱えない問いが存在することは、物理学

の敗北ではなく、物理学が非常に明確な輪郭を持った学問であることの証拠で

す。 

反論 10 「では結局、あなたの理論は何なのか」 

本シリーズは、新しい物理理論を提示していません。統一理論の代替案を出し

ているわけでもありません。 

ここで提示されているのは、理論そのものではなく、理論が立脚している前提

の再配置です。重力を「最後に説明される力」としてではなく、「説明を可能に

している条件」として捉え直すこと。その視点の転換こそが、本シリーズの核心

です。 

結び 

本シリーズは、答えを与えることよりも、問いの位置を正しく定めることを目

指してきました。 

重力がなぜこれほど特異なのかという問いは、物理学の内部だけでは完結しな

い問いです。 

それは、物理学が自らの前提とどのように向き合うかという、より深い問題と

結びついています。 

このシリーズが示したのは、重力という未解決問題が、単なる技術的困難では

なく、科学と存在論の境界を照らし出す問題であるという見方です。 

もし本シリーズが、重力をめぐる議論において、問いの立て方そのものを見直

す一助となるならば、それで十分に役割を果たしたと言えるでしょう。 


